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感動 の そば に 、 い つも 。 


2023 年 2023 年 
11⑨ 添乗 員 同 行 ツ アー 上 月 > 5 全 ⑨ ら の 


JTB ANNIVERSARY 2022 SUN & SUN 


首都 圏 発 ノ 関西 発 
現地 発着 


流 字 び の 


ー 大 人 の アド ベン チャ ー ツ ー 


阿寒 湖 ・ 知 床 ・ 綱 走 。 


に ツ 流水 の 上 に 乗っ た り 触 れ た り 、 流 水 ウ ォ ー ク ”。 上 ツ 最盛 期 の 蔵王 樹 水 を 鑑賞 

ンー ツ 船 の 重み で 氷 を 砕き な が ら す すむ ツ 意 配 を 魅了 し た 「 山 寺 」「 最 上 川 」 を 訪ね る 
こき 流氷 砕氷 船 お ー ろ ら 乗船 | 詳 。 ソ 尊 孔 で 歴史 を 学び 莉 麦 打ち 体験 

で 本 ツア イヌ の 文化 を 舞台 や 講話 で 体感 2 の に ここ 


雪 像 の 制作 過程 を 知る 還 
マガ リン コ 号 IIMERU で 


2 HECOKhid * と 
1 6 元肥 化 人 で 


Ge923 
eKIRWB 議 


2 プー ー ツ ー リ ズム の 提 案 

アド ベン チャ ー ツ ー リ ズム と は 、「 自 然 と の ふれ あい 」、「 ア クティ ビ テ ィ 」、「 文 化 ・ 交 流 」 の 3 つの 要素 
の う で 況 でる 折 行 で す 。 アドベンチャー" と いう 言葉 か ら 、 冒険 ・ ア クティ ビ 
ティ が メイ ン の よう に 感じ られ ます が 、 地 域 を より 深く 知り 、 こ れ ま で の 旅 と は 一 味 違う 体験 が で き 
る 、 大 人 の 方 で も 安心 し て 日 本 の 魅力 を 楽し ん で いた だ ける 新しい 旅 の スタ イル で す 。 


① テー マ の ある 旅 で す 
その 土地 の 自然 ・ 文 化 ・ 歴 史 等 を わか りや すく お 客 様 に お 伝え し ます 。 
(② アク ティ ビ テ ィ や 地域 交流 を 体験 し ます 


地域 の 自然 文化 等 を アク ティ ビ テ ィ で 深く 体験 し ます 。 
また 、 地 域 の 方 と の 交流 や 講話 で その 土地 の 文化 を 体感 し ます 。 


③ 地域 に 精通 し た ガイ ド が ご 案内 し ます P 本 き 


現地 で は テー マ に 沿っ た ガイ ド が ご 案内 し ます 。 学 術 的 な 内 容 も 
楽し く お 伝 え し ます 。 


④ 各 コ ー ス 添乗 員 が 同行 し ます (一 部 区 間 除 く ) 


流水 ウォ ー ク 『 


へ ご 請求 書 な どの 案内 書類 は 代表 の 方 の み へ の 送付 と な り ま す の で 、 
お客様 へ の ご 案内 と お 願い 引 bt 
還 お 問 合 わ せ ・ お 申込 み 画 旅 行 代金 の お 支払 い 


ご 希望 ツア ー の 掲載 ペー ジ と コー ス 名 、 出 発 日 を お 伝え くだ さい 。 お 振込 みち し く は クレ ジッ トカ ー ド 決済 に て 承っ て お り ま す 。JTB 旅 
國 グ ルー プ で お 申込 み の お 客 様 カー ド ご 利用 の 場合 は 、 お 近く の J TB 店 舗 に て お 申込 み 、 お 支払 
旅行 の ご 契約 者 は 代表 の 方 と な り ま す 。 誠に 恐縮 で す が 、 日 程 表 や "” い を お 願い し ます 。 


お 申込 み の ご 案内 


介 最 少 催行 人 上 員 : 各 コ ー ス を ご 覧 くだ さい 。 (最少 催行 人 只 と は 、 コ ー 
ス を 催行 する た め に 必要 な 人 数 の こと で す 。 こ の 人 数 に 満た な いた 
め に お 申込 み の コ ー ス の ご 旅行 が 催行 され な い 場 合 が あり ます 。 こ 

の 場合 は 旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起 算 し て さか の ぼっ て 13 日 目 に あ た 
る 日 より 前 (日 帰り 旅行 は 3 日 前 に あたる 日 より 前 ) に 旅行 中 止 の 通 
知 を し ます ) ※ 同 行者 の 取消 に よっ て お 申込 基準 を 満た さ な く な っ 
た 場合 は 、 申 込 者 全員 が 自動 的 に 取消 扱い と な り 、 所 定 の 取消 料 が 
か か り ま す の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 

借 旅 行 代金 : 出発 日 、 ご 利用 人 数 、 日 程 、 食 事 条 件 に より 異な り ま す 。 

人 ご 旅行 中 に 、 お 客 様 の 都合 で 使用 され な か っ た 切符 や クー ポン 券 類 
の 払戻 し は 一 切 で きま せん の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 


安 で す 。 実際 の 発着 時 刻 、 集 合 時 刻 と は 異な る 場合 が あり ます 。 
! 交通 手段 に つい て 
@ バ ス 車 内 は 禁煙 で す 。 乗車 中 は 必ず シー ト ベ ルト を 着用 し て くだ さい 。 
1 利用 バス 会 社 に つい て は 各 コ ー ス ペー ジ を 確認 し て くだ さい 。 
! @ 航 空 機 利用 の 場合 、 適 用 運賃 は 個人 包括 旅行 割引 運賃 、 又 は 包括 旅 
行 割引 運賃 と な り 、 ご 利用 上 の 制限 が あり ます 。 利用 航空 会 社 は 、 
J AL 又は ANA 又 は SF J 又は S NA の いずれ か と な り ま す 。 
!  @J」R 利 用 の 場合 、 募 集 型 企 画 旅行 用 の 特別 運賃 ・ 料 金 を 適用 し て い 
る た め 、 ご 利用 に 際 し て 一 部 制限 が あり ます 。 
「  ※ 東 海道 山間 人 スー スッ 
行程 の 凡例 バス 、 う 航空 機 、… 徒歩 、 = 列車 、 船 、+ その 他 ( タ 6 寺 大 荷物 」) を 車内 に 持ち 込む 場合 は 、 事 前 に 特大 スペ ー ス つ 
AA き 語 の 予 が 必要 (無料 ) で す 。 た だ し 、 誰 に は 良 り が あり ます 。 
@ 行 程 に 記載 の 出発 ・ 到 着 時 間 お よび 所 要 時 間 は あく まで 目安 で す 。  ! HOUR 


較 


2 宮司 | 前 予約 せ ず に 特大 祐 物 を お 持込み され た 場合 、 車 内 で 手数 料 (1.000 
EE 税込 ) を お 支払 いい た だ く 必 要 が あり ます の で 、 な る べく 座 物 は 


ER ea 小分け に し て いた だ く よ う お 願い し ます 。 特 大 荷物 の 持ち 込み を 希 
RU 2 さ れる お 客 林 は 、 旅 行 の お 申込 み 時 に お 申し 出 く だ さい 。 ど 不明 
oo な 点 は 、 販 売店 係員 に お 問い 合わ せく だ さい 。 荷物 の 持込み に 関す 


る 僚 細 は 、 JR 東海 (https://wwwjjr-central.co.jp/) JR 西日本 
候 行 程 に 記載 の 1 日 目 出発 地 の 集合 場所 まで 及び 、 最 終日 帰着 地 の 解 散 州 = 
場所 以降 の 交通 費 は お 客 様 負 担 と な り ま す 。 (https://wwwjjr-odekake.net/) JR 九州 (https://wwwjjrkyushu. 


の 回 1 所 」、 cojp/) の HP を ご 覧 くだ さい 。 
行程 表 内 の 時 間 表示 の 目安 は 下記 の 通り で す 。 @ ダ イヤ 改正 に より 、 便 名 ・ 列 車 名 ・ 列 車 番号 ・ 発 着 時 間 ・ 本 数 な ど 
が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 


ツア ー の 現地 合流 離 団 $ 可 能 で す ! 


※ 詳 細 は お 問い 合わ せく だ さい 。 ※ 現 地 ま で の 交通 費 は お 客 様 ご 負担 と な り ま す 。 


前 夕刻 刻 夜 深夜 


朝 
04:00 06:00 08: 有 凍 00 16:00 18:00 23:00 04:00 
※ 上 記 の 時 間 表示 は 、 航 空 機 ・ バ ス 等 の 移動 の 発着 時 刻 を 基 に し た 


【 全 コー ス 共 通 】 久 ご 出発 前 日 まで に 添乗 員 よ り 各 グル ー プ の 代表 者 様 へ ご 挨拶 の 電話 を させ て いた だ きま す 。 (国外 在 中 の お 客 様 へ の お 電話 は いた し ませ ん ) CPU 予約 時 に 連絡 の 取れ る 電 
話 番号 を 必ず 入力 くだ さい 。 尚 、 電 話 が 不要 な 場合 は (現地 素材 } MS に その 旨 を 入力 くだ さい 。 日 時 指定 は で きま せん 。 坦 発生 手配 不可 。 食 特に 記載 の な い 限り 行程 中 の 全 宿 泊 は 同一 客室 


数 に て 予約 くだ さい 。 但 し 、 定 員 の 都合 に より 室 数 が 異な る 場合 、 入 室 人 員 の 多い 旅行 代金 が 適用 と な り ま す 。 (プラ ン 料 金 適用 泊 日 を 1 室 の 利用 人 員 が 最大 の 宿泊 日 で 登録 ) 1 名 1 室 利用 は 
1 名 料金 適用 の 場合 の み 手配 可能 で す 。 旬 定員 の 都合 に より 室 数 が 異な る 場合 、 部 屋 割 指定 が 必要 で す 。 


シベ リア を 源 と する 流水 は 、 日 本 で は 北海 道 の 
オホーツク 海 で 一 定 の 期間 の み 見 る 事 が で きる 
自然 現象 。 流 水 が も た ら す 海 の 恵み プラ ンク ト 


ン は 知床 の 食物 連鎖 の 始ま り で も あり ま 
の 旅 で は そん な 流水 を 流水 ウォ ー ク "と 


で 体験 し 、 流 水 館 で は 解説 員 の 話 な ど で よ り 深 
四 ペ 知 っ て いた だ きま す 。。 ま た 食物 連鎖 に 


を る 知床 の 動物 に つい て も 解説 し ます : 


ー E ) こ こっ ーー 


畑 谷 雅樹 


大 自然 の 神秘 三流 水 探究 こと アイ ヌ 文 化 を 知る ーー ーー 


。 オホーツク を 冬 景 色 を 巡る 3 日 間 。。 


> 


> 


『 最少 


we 
砕氷 船 


TP 0 


関係 す 


現 地 交 流 ・ 文 化 体験 


アガ イド 資格 認定 者 


知床 自然 ガイ ド ツ アー 株 式 会 社 所 属 ノ ガイ ド 歴 22 年 、 北 海道 アウ トド (2 日 目 : 午 後 ) 


(1 日 目 : 午 る 


了 
イ 
ド 
紹 
介 
人 


記念 物 で 絶滅 危 恨 種 に な っ て いる オオ ワシ ・ オ ジロ ワシ が 知床 


【 同 行 区 間 】 2 日 目 : 流水 ウォ ー ク 『“、 野 生 動物 ウォ ッ チ ング s 流水 ウォ ー ク \ s 講話 と アイ ヌ 文 化 体験 
知床 の を の オホーツク 海 は 、 海岸 か ら 水平 線 ま で 、 流 氷 で 真っ 白 に 覆い つく され 四 加 上 ガイ ド の 案内 
ます 。 そん な 流水 の 上 を 専門 ガイ ド と 一 緒 に ドラ イス ー ツ を 着用 し て 歩い た り 流 
水 の 海 に 浮か ん だ り し て 、 非 日 常 な 世界 を 体感 し て いた だ きま す 。 野生 動物 ウォ ッ チ ング で は 天然 
に 越冬 し に 来 ま す 。 ま た 厳し い 冬 を 
た くま し く 乗 り 越え て 雪 の 中 で 生活 し て いる エゾ ジ カ や キタ キツ ネ に も 出会え る か も し れ ま せん 。 


※ 都 合 に より 担当 ガイ ド が 変更 と な る 場合 が あり ます の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 に 記さ 、 冷 た さ 、 色 合 
2 に いな ど 五 感 を 使っ 
5 放 02222 て 体感 し ます 。 
特別 天然 記念 物 タ ンチ ョ ウ 見 学 Pe 
阿寒 湖 で アイ ヌ 文 化 に 触れ る 本 
m 注意 事項 :75 歳 以上 、 身長 190cm 以 上 、 講話 で は アイ ヌ 民族 の 精神 や 歴 
釧路 空港 か ら 阿寒 湖 に 向かう 道中 、 鶴 居 村 体重 110kg 以 上 の 方 は ご 参加 いた だ け “ 2 8 
2 5 6 Me ーー 史 、 文 化 を 学び ます 。 ア イヌ の 
の 鶴見 台 に 立ち 寄り ます 。 ピー ク 時 に は 200 ませ ん 。 流氷 接岸 安定 期 の 設定 で す が 、 伝統 楽器 ムッ クリ ( 口 琴 ) の 基本 
羽 近く の タン チョ ウ が 集まり ます 。1 日 目 の 流水 の 接 詩 状況 や 動き 、 天 師 に よっ て 操 な 弾き 方 の 練習 と ムッ クリ の 
目的 地 で ある 阿寒 湖畔 に は 温泉 宿 が 立ち 普 内 央 近く 限定 な どの 末 作 付 情 行 補 放 止 半 を 随 き ます 。 夕 食後 は アイ 
び 、 そ の 一 角 に アイ ヌ の 文化 を 伝え る 「 阿 寒 人 和 還 20002 ま is ヌ 古 式 舞踊 を 鑑賞 し ます 。 
湖 ア イヌ コタ ン 」 が あり ます 。 阿寒 アイ ヌシ 【 服 装 ・ 装備 に つい て 】 動 きやすい 服装 m 注意 事項 : 古式 舞踊 は 20:00 
アタ ー イ コロ に て 、 講 話 と ムッ クリ ( 口 琴 ) ※ ド ライ スー ツ を 着用 する た め フ ー ド 付 の 服 や ス て の 定期 公演 の 見 学 と な り 、 
ュー ト ロ ょ 【 串 同 下 
議 議 の 江 百 、 夕 食後 に は 古式 舞 中 の 鑑賞 を し て ピー で P と 人 なり ます 1 
交付 計 。 アイ メ 文 化 に 触れ ます 。 
冬 の 北海 道 な ら で は の 流水 ウォ ー ク "で 流水 砕氷 船 に 乗っ て 、 ス ケー ル の 大 き さ を 感じ る 
流水 に 触れ る meme デデデ な 


眺め な が ら モ ー ニ 


早朝 、 阿 寒 湖 の 氷上 で 阿寒 湖 と 雄 阿寒 岳 を 


ジコ | 三 避 二 似 窟 門 到 


| 月 下旬 頃 か ら シ ベ 
,000 キ ロ を 旅 し た 


ーー ト 


す ( 悪 天候 時 中 止 )。 阿 寒 湖 を あと に し て 知 
床 へ と 向かい ます 。 オ ホー ツク 海 に は 毎年 1 


流氷 ウォ ー ク "で は 、 ガ イド の 案内 の も と 専 


リア の アム ー ル 有川 か ら 約 
流氷 が た どり 着き ます 。 


用 の スー ツ を 着用 


解説 と と も に バス 


F 朝 : 宿 … 阿 寒 湖水 上 モー ニン グ カ フェ ツア ー( 悪 天候 時 中 止 )… 宿 朝 : 宿 一 知床 自然 セ 


し 、 海 面 に 浮か ぶ 流 氷 の 最終 日 は オホーツク 海 治 い に 網 走 へ と 移動 し ます 。 夏季 は 知床 の クル ー ズ 船 


上 に 乗っ た り 触 れ た り 、 流 氷 を 体感 し ます 。 と し て 運航 し て いる お 一 ろ ら が 、 冬季 は 網走 港 か ら の 砕氷 船 と し て 運航 し ま 
世界 自然 遺産 に 登録 され て いる 知床 で は 、 す 。 流氷 の 上 に 船首 を 乗り 上 げ て 有 船 の 重み で 氷 を 砕き な が ら 進 み ま す 。 流氷 
希少 な 野生 動物 が 暮らし て いま す 。 ガ イド の の 声 を 聞き な が ら 、 流 氷 と と も に 旅 を する 動物 に も 出会え る か も し れ ま せ 
内 か ら オ ジロ ワシ 、 オ オ ん 。 冬 の 北 の 大 地 な ら で は の 景色 を 目 に 焼き 付け 、 冬 の オホーツク 海 の 旅 を 
ワシ 、 エ ゾ シ カ 、 キ タキ ツネ 等 を 探し ます 。 締め くく り ま す 。 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
羽田 空港 (12:00 て 13:00 発 ) 伊丹 空港 (10:00 て 11:00 発 ) 釧路 空港 (13:30 て 15:00 発 ) we 152,000 円 172.000 幅 
釧路 空港 ” つ 羽 田 空港 釧路 空港 2 大 阪 発 173,000 円 193.000 円 
> 鶴見 台 ( 鈴 居 村 の タン チョ ウ 観 察 スポ ッ ト に 立ち 寄り ) 一 夕刻 : あ か ん 湖 鈴 雅 ウイ ング ス 現地 発着 120,000 円 140,000 円 
泊 … 阿寒 アイ ヌシ アタ ー イ コロ に て 講話 と アイ ヌ 


[部 屋 ] 和室 又は 和室 ツイ ン 


網走 流水 観光 碑 氷 毅 お ー ろ ら 一 網走 港 っ 


ンタ ー… つ 流水 ウォ ー ク "(ガイ ド の 案内 の も と 接岸 し た 流水 の 上 を 歩き ます ) 一 野生 動物 
ウォ ッ チ ング (バス 車内 か ら 流 氷上 や 山 の 斜 面 な ど に いる ワシ や 動物 を 探し フィー ルド 
スコ ー プ な ど を 使っ て 観察 し ます ) っ 夕刻: 知床 第 一 ホテ ル 泊 
朝 : 宿 つ オ ホー ツク 流氷 館 (流水 と オホーツク 海 の 生 き 物 が テー マ の 施設 で す ) つ 網走 港 


女満別 空港 女満別 空港 錠 羽 田 空港 女満別 空港 
羽田 空港 (16:30 一 17:30 着 ) 伊丹 空港 (18:00-19:00 着 ) (14:00 一 15:30 着 ) 


[お 食事 ]【 夕 】 和 洋 中 バイ キン グ 
【 朝 】 和 洋 中 バイ キン グ 


、 大 
た も う 議 


[部 屋 ] 和室 又は 洋室 又は 和洋 室 
[お 食事 ]【 夕 】 和 洋 中 バイ キン グ 


※ 東 京 ・ 大 阪 ・ 現 地 集合 の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 羽 


E 港 か ら 最 終日 羽田 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 


バス 会 社 : 網走 観光 交通 又は 網走 バス 又は く し ろ バ ス 又 は 阿寒 バス の いずれ か (バス ガイ ド 付 ) ※ 現 地 合 流 に つい て 


は P2 を ご 参照 くだ さい 。 ※3 人 1 室 の 旅行 代金 は お 問い 合わ せく 


? 


合 も あり ます 。 ※ 流 氷 砕 氷 船 は 流氷 が 見 えな い 場 合 で も 海上 遊覧 船 と し て 運航 し ます 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


つ バ ス 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 一 船 + そ の 他 


【 朝 】 和 洋 パ イキ ング 


大 


だ さい 。 ※ 流 氷 は 自然 現象 の た め 、 見 学 で き な い 場 


水 点訳 の 自然 が 生み 出す 北 の 祭典 と - 衣 に 誠 上 
8 アラ シロ 7 < Sa ZS Ta 6AEA4020 隊 識 


が I り i Po し を Mi 9 pe 6CEA4020 kT 
の 1 . 肖 隊 EE 6CEA40A0 隊 


ガリ ンコ 生還 MERU 「 82 0 - 人 S 宮 : まさ 最少 催行 人 員 : 10 名 


加川 = 生 
^ < 旭川 空 港 境 や 人 の 手 が 織 り 成 雪 や 水 の 芸 ーー 隊 時 Ne 
で は 見 学 す る ぁ 員 昌 2 』 2 ら ず 、 水 像 や 雪 像 の 制作 過程 や 歴史 な どの ガイ ド 解説 に より 
拉 人 華やか な お まつ り の 裏側 に も 迫り な が ら 、 一 度 は 見 て お きた い 北 海道 の を 代表 まる ダイ ナ 
ミッ ク な 3 つの 祭典 と 流水 を 巡り ます 。 Wx 


小林 典 幸 同 安倍 正己 xs 野島 聡 gk 体験 ・ ア クラ 
多 湖 まつ り 実 行 委員 会 実行 凡 生 札幌 商工 会 議 所 観光 ボラ ンティア ガイ _ (3 日 目 : 午 E 

委員 長 兼 会 場 制作 管理 部 長 門 ド の 会 所 属 5 、 

【 同 行 区 間 】1 日 目 : 千歳 ・ 支 貞 【 同 行 区 間 】2 日 目 : 羊 ヶ 丘 展望 台 ・ さ っ ぽ 流水 クル ー ズ 

多 湖 氷 湾 まつ り 還 ろ 雪 まつ り 資 料 館 て ご さっぽろ 雪 ま つり 会 坦 

kl 氷 像 制作 を 長年 経験 し 、 骨 組み か ら 氷 像 育成 ま 了 雪 像 制作 ボラ ンティア 経験 が あり 、 制 作 過程 

軸 で 全て を 仕切 る BIG BOSS! 閣 か ら さ っ ぱ ぽ ろ 雪 まつ り を 詳し く ご 案内 し ます 。 


※ 都 合 に より 担当 ガイ ド が 変更 と な る 場合 が あり ます の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 


2 
流水 を ガリ ガリ 砕い て 進む 3 階 建 て 


玉 時 葵 支 交 湖 周辺 の 自然 と 歴史 、 自 然 が 作り 出す の 硬 来 船 「 ガ リン コ 号 IIMERU」 で 
水 の 芸術 を 知る は 、 高 い 位置 か ら 広大 な オホーツク 丸 駒 温泉 旅館 の 天然 起 天 風呂 は 全国 


日 本 秘 湯 を 守る 会 所 属 の 丸 胞 温 5 * は 、 旅館 オリ 海 の 景色 を 見 渡す こと が で きま す 。 で も 珍し い 足 元 湧出 湯 。 旅 館 ス タッ 
の コラ の 。 寿 け た 流水 と 海水 が 織り 成す 神秘 釣 フ より 丸 有 温泉 の 歴史 や 温泉 の 仁和 
20 em 0 2 ーー な 色彩 や 砕 か れ た 流氷 が 船体 横 か ら み に 関す る お 話し を 聞い た あと 、 敷 

6 人 SA 094 浮き 上 が っ て くる 師 力 満点 の クル ー 地内 の スポ ッ ト を 掘り 足湯 作り を 体 


中 っ て 手作り の MY 秘 湯 足 湯 づ くり を 体験 し ます 。 ズ で す 。 験 し ます 。 
夕食 後 は 、 水 の オ ブ ジ ェ が 立ち 並ぶ 千歳 ・ 支 多 湖 氷 清 ョ 所要 時 間 : 約 60 分 m 所 要 時 間 : 約 30 分 
まつ り へ ご 案内 し ます 。 独特 な 氷 の オブ ジェ の ヒン ト と な っ た の は 、 支 勿 m 注意 事項 : 自然 現象 の た め 見 学 で ョ 注意 事項 : 支 勿 湖 水量 及び 天候 不 
湖 周辺 に 現れ る 自然 現象 「 し ぶ き 水 』。 し ぶ き 氷 は 、 湖 水 が 風 に あお られ て き な い 場合 が あり ます 。 流氷 が 見 良 に より 、 掘 削 体験 が で き な い 場 
凍っ た 飛 決 が 積み 重なる こと で 生み 出す 自然 の 芸術 作品 で す 。 地元 ガイ ド えな い 場 合 で も 海上 遊覧 船 と し て 合 が ご ざい ます 。 ス コッ プ と タオ 
に よる 支 勿 湖 の 歴史 や 氷 像 作り の 解説 を 聞き 、 会 場内 を 一 般 客 の 閉場 後に 運航 し ます 。 ル の 貸出 が ご ざい ます 。 
密 を 避け て ゆっ くり と 特別 に お 楽し みい た だ きま す 。 
冬 の 資源 を 活用 し た 雪 の 芸術 に 触れ る オホーツク 海 沿岸 な ら で は の 冬 の 神秘 
圧倒 的 スケ ー ル の さっ ぽ ろ 雪 まつ り 「 流 水 」 に 迫る 


< トレ 


羊 ケ 丘 展 望 合 に ある さっ ぽ ろ 雪 まつ り 資 料 館 で 半 
紀 以 上 に も 及ぶ 雪 ま つり の 歴史 や 過去 制作 経験 の あ 
| 電 | る ガイ ド に よる 寺 像 制作 過程 な どの 解説 で 婦 ま つり 


の 裏側 を 深く 理解 し た 後 、 大 通 公 園 婁 まつ り 会 場 で 
、 は ダイ ナミ ッ ク な 巨大 雪 像 を 自由 に 見 学 し 、 その 魅力 
に 触れ ます 。 就航 し た 「 ガ リン コ 号 由 IMERU」 に 乗船 し 、 船体 下 
夕刻 旭川 市 内 到着 後 は 、 旭 川 全 ま つり を 自由 散策 で に 取り 付け られ た ドリ ル で 氷 を 大 胆 に 砕い て 進 
お 楽し みく だ さい 。 旭川 休ま つり の 発端 は 1946 年 、 豪 む 人 迫力 の ある 様子 や 全身 か ら 伝 わる 振動 、 砕け た 氷 の 間 か ら 見 える 神秘 的 な 
寺地 帯 の 旭川 で は 除雪 し た 雪 の 処理 に 頭 を 悩ま せ て ブルー の 色彩 な ど 大 自然 を 肌 で 感じ る 2 こと が で きま す 。 
いま し た 。 そこ で 卿 土 出身 の 彫刻 家 の 助 言 を 得 て 、 雪 また 、 流 氷 に は 豊富 な 栄養 が 含ま れ て お り 、 そ の 栄養 を きっ か け に 食物 連鎖 
本吉 像 を 制作 し 芸術 化し た こと が は じ ま り と 言わ れ て い が 起こ り ま す 。 食物 連鎖 は 多く の 魚 を 流氷 の 周り に 呼び 込み 、 そ の 魚 を 狙っ 
国 ます 。 世 界 最大 級 の 大 雪 像 の ライ ト ア ッ プ や プロ ジェ て 現れ る 天然 記念 物 の オオ ワシ や オジ ロワ シ 、 アザ ラ シ な ど 貴 重 な 生物 に 運 
人 計 放 人 信 クション マッ ピン グ な ど 見 どこ ろ 満載 の イベ ント で す 。 が 良けれ ば 出会え る か も し れ ま せん 。 


ロシア の アム ー ル 川 付近 で 生ま れ た 流水 は 、 限ら 
語 れ た 期間 に し か 見 る こと が で き な い 貴重 な 自然 
現象 で 、 約 1.000km 離 れ た オホーツク 海 治 岸 で も 
| 限ら れ た 期間 に 観察 する こと が で きま す 。 流氷 の 
名 所 の ひと つと し て 知ら れる 紋別 で は 、 2021 年 に 


さ う ぼろ 寺 ま うり 


ーー 
RIINIII 


旅行 代金 (大 人 お び ひと り 様 ) 

| 出発 地 の WE3 | 1 人 1 室 | 

羽田 空港 (8:00 て 11 に 上 OH 2 と CIK2M 和 5 90 | 四 909 詳 | 
っ 新 千歳 空港 っ 新 千歳 空港 0 25 6 158,000 円 | 186,000 円 


つ 支 和 湖 ビジ ター セン ター 午後 : 丸 駒 温泉 旅館 (チェ ッ ク イ ン 、 温 泉 を 知る 体験 プロ グラ ム : 丸 胸 
温泉 旅館 の 歴史 解説 、 温 泉 掘削 を 体験 ) 夕食 後 、 千歳 ・ 支 勿 湖 水 清 ま つり (歴史 や 氷 像 制作 ガイ ド 
由 散 策 く 約 60 分 >) 一夜 : 同 ホテ ル 泊 し トー トマ: 
朝 : 宿 つ 羊 ケ 丘 展 望 台 ( 希 望 者 は 歩く スキ ー を 体験 く 約 30 分 >)・ さ っ ぽ ろ 雪 まつ り 資 料 館 (まつ | 還付 NM 
リ り の 歴史 や 雪 像 制作 に つい て 解説 ) つ さ っ ぽ ろ 雪 まつ り ( ガ イド に よる 見 どこ ろ 解 説 と 自由 見 [お 食事 ]【 夕 和信 会席 。 
く 約 120 分 >) っ 夕刻: 天然 温 泉 プ レミ アホ テル ーCABIN 一 旭川 (チェ ッ ク イ ン ) … 旭川 生ま 【 朝 】 和 洋 バ イキ ング 
つり を 自由 散策 ※ ス マー ト フ ォ ン を お 持ち の 方 に 市 内 対象 店 で 使え る 旭川 クー ポン 2.000 円 分 付 展望 店 
、 ご 当地 グル メ な ど お 食 事 に ご 利用 いた だ け ま す 。… 夜 : 同 ホテ ル 】 eS 
与 、 ご 当地 グル メ な ど お 食 事 に ご 利用 いた だ け ま す 。… 夜 : 同 ホテ ル 泊 本 半 沈 導 記 本 拓 放 
朝 : 宿 流氷 クル ー ズ (紋別 で 砕氷 船 「 ガ リン コ 号 IMERU』 に 乗船 し 、 流 水 を 間近 で 見 学 ) つ 還 生計 
回 年 季 
旭川 空港 う 旭川 空港 羽田 空港 旭川 空港 (15:30 て 16:00 着 ) 要 7 R 
羽田 補 港 (18:00~19:00 着 ) 伊丹 空港 (20:00~21:00 着 ) 2 
※ 東 京 ・ 大 阪 ・ 現 地 集合 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 貞 は 初日 羽田 空港 か ら 最 終日 羽田 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
バス 会 社 : 網走 観光 交通 また は 網走 バス また は 十勝 バス また は 北海 道 拓殖 バス の いずれ か (2 午後 て 3 は バ 
スガ イド 付 ) ※ 現 地 合 流 に つい て は P2 を ご 参照 くだ さい 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


ul 


4 っ バス ラ 航 空 機 … 徒 歩 三 列 車 船 + そ の 他 


山形 の 銀 世 界 を 堪能 し 酒 文化 を 学ぶ 


成 王 ・ 最 上 川 が 創り 出す 銀 世 界 と 
己 焦 の 足跡 を 訪ね る 3 日 間 「 


山 や 海 に 囲ま れ て 暮らす 山形 の 人 々 。 山 形 の 豊か な 


大 阪 発 還 060Z!Ugll| 


近 当 AEC40AO 


Oo ぁ 最少 催 行人 上 員 : 10 名 


3 当 OAE(C4010 


| 自然 が お 生み 出し た 「 山 寺 」「 最 上 川 」 は 苗 薫 を も 魅了 最上 川 い 
放し まま した. 冬期 は 「 樹 水 」 が 最盛 期 を 迎え 、「 山 寺 」「 最 山形 空港 NN 


さく らん ぼ 東 根 駅 時 


了 才 。 上川 は 水墨画 の よ う な 銀 世界 が 広がり ます 。 雪 解 


mm ノ な 一 天童 駅 
| け 水 が も た ら す 山々 で 育ま れ た 地酒 の 歴史 6 学び 、 上 間 還 晴 議 2 間 守山 立 
し c 半 
| 山形 の 冬 を 堪能 いた だ け ま す 。 只 地質 
だ 。 山形 県 
2 ク ーー > MT ーー 。 
gr ノ 4 舌 ココ ず ょ と : 。。 .、m 了 計 E 飯 に 。。 。 兵 お 
半 山 還 人 2M22 み 一 細 山寺 観光 ガイ ド 【 き ざ は し 人 体験 ・ ア クティ ビ テ ィ 現地 交流 ・ 文 化 体験 
【 同 行 区 間 】 【 同 行 区 間 】2 日 目 : 宝珠 山 立石 (2 日 目 : 午 後 ) (3 日 目 : 午 前 ) 


1 日 目 : 蔵王 の 樹氷 鑑賞 


きま 人 上 し 大 は ( 到 ぁ ご た つ 朋 で 下る < 古澤 酒造 そば 打ち 体験 
山形 県 と 宮城 県 に また が る 名 話 蔵王 山 (百名 山 )。 冬 SA 「 最 上 峡 苗 信 ラ イン 舟 下り 
は 樹 水 に 霧氷 、 夏 は お 花畑 、 秋 の 紅葉 。 こ の 蔵王 の 魅力 を 国内 や 海外 の お 客 様 へ 伝え て い コ 


自然 を 皆さま が より 楽し め る よう に お 手伝い し ます 。 
※ 都 合 に より 担当 ガイ ド が 変更 と な る 場合 が あり ます の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 


ガ 
イ 
ド 
紹 
介 
例 


( 加 1) ラ 秋 テ さ は 


最盛 期 の 蔵王 の 樹 水 (スノー モン スタ ー) を 鑑賞 Ei 古 0EBS (GES3 | 
響 で 1・2 月 は 特に 大 きく 高く 成長 し 、「 ス ノー モ 5 US Na 全便 に 2 0 
SE の 景色 を 楽し め ま す 。 音無 も 旅 し た 最 造 で は 日 本 酒 以外 に 、 自 社 敷 地内 で 
ンス ター」 と いう 愛称 で 呼ば れ て いま す 。 樹 氷原 | の 時 2 に PR 3 、 り 、 栽 培 し た そば 
PS PLOTIE ラ か 上 川 の 景色 は 、 和 に な る と 雪化粧 で いそ は 栽培 を し て お り 、 栽 培 し た そば 

EE っ そう 美しく 幻想 的 に な り ます 。 冬 季 を 原料 に そば 焼酎 も 生産 し て いま 
くれ る " 蔵 モ ロー プ ウ ェ イ 」 に 乗車 し 、 雄 大 な 蔵 限定 で こたつ に 入り な が ら 楽 し む 「 こ す 。 古澤 酒 造 に 併設 する そば 打ち 処 
王 の 山肌 一 面 を 覆う 荘厳 な 景色 を 見 下ろ し ます 。 た つ 舟 」 で の 運航 と な り 、 水 墨 画 の よ 紅葉 庵 で は 自社 栽培 の 「 で わか お り 」 
うな 景色 の 中 を 船頭 の 舟 唄 を 聞き な の そば 粉 を 使っ て ご 自身 で そば を 打 


【 樹 氷 鑑 賞 の 注意 事項 】 山 頂 付近 の 気温 は 、 マ イナ ス 10'C 前 


後 と 大 変 冷え 込み ます 。 また 、 昼夜 を 問わ ず 風 が 強い 恐 が ら ゆ っ く リ と 下 り ま す 。 舟 は 貸切 で ち 、 . そ の 場 で 打ち た て 、 茹 で た て の 
も あり ます 。 樹 水 は 自然 現象 の た め 気象 条件 に より ご 覧 い 運航 し 、 船 頭 が 乗船 し ます 。 そば を いた だ きま す 。 
ES SI ョ 所要 時 間 : 約 50 分 = 所要 時 間 : 約 90 分 

に つの NUM 2 の し 202 し 2 の hg m 注意 事項 : 強風 ・ 当 水 ・ 増 水 に より  m 持 ち 物 : エプロ ン 、 バ ンダ ナ な ど 

昌 ODM 0 運航 が で き な い 場合 が ご ざい ます 。 髪 を まとめ られ る も の 
旨 薦 が 句 を 詠ん だ ゆか り の 地 を 巡る 山形 の 美酒 を 生む 
苗 薫 が 句 を 詠ん だ ゆか り の 地 「 宝 珠 山 立石 寺 (通称 “山寺 ")」「 最 上 川 
ー 山形 県 に は 約 50 も 


を 訪ね ます 。 山寺 」 は 、 み ちの く を 代表 する 霊場 と し て 広く 信仰 を 
め 、 苗 薦 が 訪れ た 際 に 詠ん だ 句 「 閑 さや 岩 に し み 入 る 農 の 声 」 は 有 


の 酒蔵 が あり 、 良 質 
な 米 と 清らか な 水 、 
恵まれ た 環境 の 中 
で つく られ た 地酒 
は 、 総 じ て 和 柔らか く 
透明 感 が あり ます 。 


名 で す 。 約 800 段 の 石段 を 上 っ た 先 に 建つ 五大 堂 は 、 山寺 随 一 の 眺望 
昌明 が 楽し め ま す 。「 最 上 川 」 は 苗 葉 が 最上 川 を 舟 で 下り 、 あ まり の 流れ 

叶 軒 の 強 さ に 「 五 月 雨 を 集め て 早 し 最上 川 」 と いう 有名 な 俳句 を 残し て い 
_ ます 。 功 薦 が 訪れ た 最上 川 の 冬 の 雪景 色 を 舟 か ら お 楽し みく だ さい 。 


【 山 寺 の 注意 事項 】 根 本 中 堂 ・ 奥 の 院 な ど 、 冬期 閉鎖 し て いる 御堂 が ご ざい ます 。 ま 「 古 澤 酒造 」 は 天保 7 
た 、 降 雪 量 や 石段 の 凍結 状況 に よっ て 、 ご 案内 内 容 が 変更 と な る 場合 が ご ざい ま 年 (1836 年 ) に 創業 し 候 風土 に 恵まれ た 寒 河 
す 。 山 寺 の 入り 口 「 登 山口 」 か ら 「 五 大 堂 」 ま で 往復 約 2 時 間 半 階 段 の 上 り 下 り が ご ざ | 圭 こ 和 創 業 し 、 気 候 風土 に 恵 こ 葵 河江 
人 P 3 時 8 市 に あり 長き に 旦 っ て 酒造 り を 継承 し て いま す 。 
寺 の 服装 ・ 装備 に つい て 】 防 寒 着 、 滑り 止め の ある 靴 ( ア イ ゼ ン が あれ ば 最適 )、 洒 造 資料 館 で 呈 ー ご 肝 
手袋 、 帽 子 、 マ フラ ー、 ス トッ ク 、 常備薬 (必要 な 方 )※ 不 要 な 荷物 類 は バス 車内 に 6 lll Ne (95 
置い て お く こ と が で きま す 。 桶 な ど 貴 重 な 道具 の 数 々 を 展示 し て いま す 。 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
出発 地 2 人 1 室 PE 


134,000 円 158.000 円 
142,000 円 165,000 円 
103,000 円 127,000 円 


名 湯 舎 創 uo (5 5 5 5 
[部 屋 ] 和室 ( 風 品 無 ・ ト イレ 付 ) 又 は 和室 べ 
ッ ド (風呂 ・ ト イレ 付 ) ※ 選 べ ま せん 
[お 食事 ] 【 夕 】 和 食 又 は ハー フ バ イキ ング 画 
【 朝 】 和 定信 又は バイ キン グ ( 和 ・ 洋 ) う 
※ 夕 ・ 朝 食 共に 選べ ませ ん の 
高見 屋 最上 川 別邸 紅 
[部 屋 ] 和室 ( 風 品 無 ・ ト イレ 付 ) 又 は 和室 べ 
ッ ド (風呂 ・ ト イレ 付 ) ※ 選 さま せん 
[お 食事 ]【 夕 】 和 食 会 席 ーー 
【 朝 】 和 定食 | 


ー バ ス ラ 航 空 機 … 徒 歩 ニ 列車 て 船 サロ ロープウェイ 5 


※| 出発 日 1 月 18 日 (k)、1 月 26 日 ( 木 )、2 月 15 日 () ま 


東京 (9:30~10:30 発 ) = 伊丹 空港 (12:00 一 13:00 発 ) 天童 駅 (12:45 一 13:45 発 ) 
天童 愛山 形 空港 


王 山麓 駅 ++ 地 蔵 山 頂 駅 (蔵王 ロー プ ウ ェ イ か ら 見 下ろ す 樹 氷 )++ 蔵 王 山麓 駅 一 名 
I 泊 (上 質 な 源泉 か け 流 し の 名 湯 が 愉し め る お 宿 ) 


ほう じゅ さん リ っ Lt( じ 


| 寺 功 功 記 念 館 … 宝珠 山 立石 寺 ( 約 800 段 上 っ た 先 に ある 五大 堂 を 目指 す ) 一 
港 一 一 最上 峡 苗 葉 ラ イン 舟 下 リーー 草 秦 港 っ 夕刻 : 高 見 屋 最上 川 別邸 紅 泊 (最上 
川 が 臨め る 寛ぎ の 旅館 ) 


朝 : 宿 一 古澤 酒造 で そば 打ち 体験 ・ 資 料 館 見 学 (見 学 後 は ご 自由 に 地酒 の お 買い 物 ) 一 
さく らん 東根 = 山形 空港 さく らん 東根 駅 
東京 (18:30 て 19:30 着 ) 伊丹 空港 (19:00 て 20:00 着 ) (14:45 て 15:45 着 ) 


※ 東 京 ・ 大 阪 ・ 現 地 集合 の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 山 交 バス (バス ガイ ド 付 ) ※ 現 地 集合 に つい て は P2 を ご 参照 くだ さい 。 ※3 人 1 室 の 
旅行 代金 は お 問い 合わ せく だ さい 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


。 寺 に 


EEETEESS 


地元 出身 で 熊野 本 
と し て 後輩 の 育成 


数 多 の 参拝 者 を 引き 寄せ た 聖地 の 歴 


1 に 二 と 


西浦 康 代 


熊野 本 宮 語り 部 の 会 ・ 
部 の 会 ・ 新 宮 市 観光 協会 所 属 


熊野 川 川 舟 下り 語り 


【 同 行 区 間 】1 : 熊野 参 


て 3 日 目 : 浜 の 宮 王 ゴ 


生ま れ 育 っ た 熊野 を 案内 し て 18 年 。 熊 野 か ら 新宮 市 まで ガ 
イド の スペ シャ リス ト と し て 


熊野 本 宮 語 り 部 の 会 
【 同 行 区 間 】 


as 様 ル ー ト で 諸 る 熊 


ク ョ |ー ラ < や (EY つ 6 の 
所 ・ 上 旧跡 を ご 案内 し ます 。 


呈 広 く 活 躍 し 現在 に 至る 。 


加藤 恵美 代 g 


2 : 発 心 門 王子 一 大 斎 原 まで 


宮 語 り 部 の 会 発足 当初 か ら 活躍 。 副 会 長 
こも 力 を 注ぎ 、 会 の 発展 に 尽力 し て いる 。 


※ 都 合 に より 担当 ガイ ド が 変更 と な る 場合 が あり ます の で 、 予 
め ご 了承 くだ さい 。 


熊野 比丘 尼 の 布教 活 動 
ご 熊野 比丘 尼 と は 、 戦国 慌 


熊野 川 舟 下 り 。 全 時 
(写真 提供 計 公 祥 団 


的 背景 


茶 紀 絵 解き 川 の 参 
・ 補 陀 洛 山 寺 ま で 


一 会長 と 王 


和歌 山県 観光 連 昌 ) 


を 体感 する 


ミエ 
参 語 叫 


ほ を 学び 、 信仰 が 形 づ く っ た 早 


正直 座 130 邊 特別 人 月野 本宮 儲 御 垣 内 | を 参拝 議 
人 Out ls 


邊 を 歩く 3 日 間 時 


欠 を 知る 


紀伊 山地 は 神話 の 時 代 か ら 神 々 が 鎮 まる 特別 


な 地域 と 考え られ て お り 、 紀 伊 山 地 の 霊 場 


る 「 熊 野 三山 」 で は 、 神 道 ・ 


多様 な 信仰 の 形態 を 
「 熊 時 参 語 牙 恭 絵解き 」 を 事 


仏教 ・ 
E み 出し 0 (時 だ 8 


で あ 
修験 道 な ど 、 


避 は 、 
、「 能 


野 参 語 道 」 を 歩く こと で 、 日本 の 宗 雪 文化 の 


発 


語 導 を 体験 「 上 野川 舟 下 リ 」 


全長 約 16km の 熊野 川 を 下る 「 川 の 参 
す は 8 名 乗り 、 語 り 部 と 船頭 が 各 1 名 乗船 し ます 。 
m 所 要 時 間 : 
= 注意 事項 : 雨具 を ご 持参 くだ さい 。 カ 水 ・ 増 
水 に より 運航 が で き な い 場合 が ご 


約 90 分 


展 に 影響 を 与え を た 背景 を 学び ます 。 
は 全 行 程 ガ イド 又は 案内 人 が 同行 し ます 。 


那智 山 青 岸 渡 寺 三重 の 二 22NI の ZS 間 ( 写 真 提供 許 公 盆 社団 法 斉 和 歌 山県 観光 連盟 ) 


大 市 所 光 撫 会 


正 居 座 130 年 料 5 
ら 江戸 時 代 に +2 日 目 の 「 熊野 


か け て 、 熊野 三山 の 修復 資金 の 寄進 集め や 、 


熊野 へ の 参拝 者 誘致 を 目的 
歩き 絵解き を し た 尼僧 「 比 丘 尼 」 で す 。 今 下 


に 、 全国 を 渡り 


は 無 野比 丘 尼 が 使用 し て いた 芝 奈 絞 を 用 ーー 
翌日 の 熊野 
参 語 道 ・ 申 辺 路 トレ ッ キ ング へ の 理解 を 深 


いて 布教 活動 を 実際 に 体験 し 、 


め ま す 。 Me 
熊野 宮 贅 社 
(県 提供 放 公 益 社 E 
を 体験 
平安 時 代 に は 多く の 貴族 が 参 語 道 を 通っ て 熊 自 多 
野本 宮 大 社 を 参 語 し まし た 。 その 後 は の 参 生 


語 道 を 体験 。 


:… ざ いま す 。 


語 道 」 と 呼ば れる 熊野 川 を 舟 で 下り 、 新宮 に あ 


る 熊野 速 玉 大 社 へ 向かい まし た 。 今 回 
と 同じ コー ス で 歩み を 進め ます 。 今 
Me 0 


表 的 な トレッキング コ 


影 を 色濃く と ど め て お り 、 語 り 部 が 


は 当時 
可 歩 く 「 発 
参 語 道 で 代 

トレ ッ キ ン 


歴史 や 名 


パ が お すす め )、 常 備 薬 ( 必 


| [服装 ・ 装 備 に つい て 】 動 きやすい 


ノン ーッ ン 二 全 に 


な 方 )※ 不 要 な 荷物 類 は バス 


内 に 置い て お く こ と が で きま す 。 


雨具 (カッ 


語 天 (9 胡 提 人 新宮 市 観 光電 会) 


皿 mー 


出発 日 3 月 6 日 (月 )、3 月 27 日 (日 ) 


羽田 空港 (11:30 一 12:30 発 ) 愛 天 ヨ 


紀 白 浜 空港 


つづ 世界 遺産 熊野 本 宮 館 ( 熊 野 参 語 昧 紀 絵 解 き ・ 


: あ づま や 泊 ( 温 泉 を 使用 し た 料理 が 自慢 の 宿 ) 


E 寺 (10:15 て 11:15 発 ) 


熊野 参 語 の 変遷 な ど 


白浜 駅 (12:30 一 13:30 発 ) 


展示 物 を 用 いて 解説 ) つ タ 


現地 で 


空 を 超え た 人 物 を 織り 込み な が ら 紹 介し て いま す 。 
m 所 要 時 間 : 約 120 分 (世界 遺産 熊野 本 宮 館 展示 説明 含む 


6AER4010 


が を 当 6CER4010 


まき 沼 DAER40AO 


那 缶 の 大 瀬 。 作野 束 玉 大 社 


ノブ 了 
熊野 著 知 大 社 9 那智 山 青 岸 渡 寺 


e9 白 浜 駅 
| 南紀 白浜 空港 


熊野 比丘 尼 が 使用 し た 明 茶 
鞭 図 は いく つか 種類 が あ 
り 、 「 熊 野本 宮 参 語 時 3 雑 
応 」。 を は じ め と し た 4 種 の 明 
茶 雇 図 を 解説 し ます 。 「 熊 
野本 宮 参 語 散 茶 雇 図 は 本 
宮 を 中 心 に 置き 、 そ こ へ 至 

る 参 語 道 を 、 名 所 旧跡 や 時 


1 


\ 開 「 熊 野本 宮 大 社 御 垣内 」 を 参拝 


流 央 和 歌 山県 観光 連盟 


道中 辺 路 ト レッ キン グ 」 に て 訪問 一 


EZIU5e き 


「 放 野本 大社 は 「 捧 革 辿 記 」 な ど に 紀元 
前 33 年 旧 社 地 大 斎 原 に 社殿 が 創建 され た 
と 記さ れ て いま す 。 明治 22 年 に 発生 し た 
十津川 大 水害 に より 社殿 の 一 部 が 流失 

明治 24 年 に 現在 の 地 に 移築 遷座 し ま 
引 。 今回 は 正 遷 座 130 年 を 記念 SG@、 当 
89ZA の ) と が で き な い 御 二 内 で 、 熊野 


の 大 神様 を 間近 に 感じ る こと が 出来 ます 。 


※ 振 の 旬 徴 「 那 智 の 大 滝 」 で 
人 で の 四 吹 を 感 じ る 


最終 日 は "熊野 速 玉 大 社 」「 熊 野 那智 
大 社 ・ 那 智 山 青 岸 渡 寺 」 を 訪れ 、 熊 
野 三 山 全 て を 参拝 し ます 。538 段 の 
石段 を 登り 切っ た 先 に ある 巨石 ゴト 
ビ キ 岩 を 御 神体 と する ' 神 倉 神社 」 
や 、 信 仰 の 対象 と し て あがめ られ た 


"那智 の 大 滝 」 な ど を めぐ り ま す 。 熊野 語 の 最終 地点 に た どり 着い た 参議 者 
達 も また 、 圧 倒 的 な 自然 の エネ ルギー に 神 の 存在 を 重ね た こと で し ょ う 。 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


出発 地 2 人 1 室 1 人 1 室 | 
144.000 円 149.000 円 


129.000 円 136.,000 円 
116,000 円 


122.000 円 


XX 


皿 加 い 


中 て マン 熊野川 


MIKA 


し ん も ん お 


(人 一 発 必 由 (野道 中 辺 路 トレ ッ キン グ )・ 


藤 殿 王子 … 熊 野本 宮 大 社 ( ュ 


E 恩 座 130 人 


舟 下 リーーーー「 熊 野 速 ヨ 


特別 公開 御 垣 0 


三 軒 茶 状 
- 大 斎 原 一 道 の 駅 「 洛 峡 街道 熊野 
大社 」 近 く の 権 現 河原 ( 約 90 分 間 の 川下 り を 体験 ) つ 

# 湾 の 入江 に 面 し た 閑静 な ホテ ル ) 


(展望 台 経由 )… 


層 大 知 


朝 : 宿 一 熊野 速 ] 
熊野 那智 大 社 ・ 那 智 山 青 岸 渡 
南紀 自 浜 空港 

羽田 空港 (19:00 て 20:00 着 ) 


皿 加 の 


出 に の 大 滝 ( 落 


本 一 の 名 温 ) 


白浜 駅 (17:00 一 18:00 着 ) 
E 寺 (19: 00 一 20: 0 


大 社 神 含 神社 (38 段 の 石段 を 上 る ) 大門 坂 (大 門 坂 ・ 那智 の 滝 ハイ キン グ ) 
つ 浜 の 宮 王 子 ・ 補 陀 洛 山寺 


の コ 


ーー バス 愛 航 空 機 


※ 東 京 ・ 大 阪 ・ 現 地 集合 の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初 
バス 会 社 : 中 紀 バ ス (バス ガイ ド 付 ) 


… 徒 歩 


羽 
※ 現 地 合 流 に つい て は P2 を ご 多 昭 て だ さい 。 


| 車 て 船 ++ そ の 他 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


E 港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 


あづま や ' 
| [部 屋 ] 和室 ( 風 呂 無 ・ ト イレ 付 ) 
[お 食事 ]【 夕 和食 会 席 【 朝 】 和 定食 


中 ) 大 


| ホテ ル な ぎ さ や ' 
[部 屋 ] 和室 (風呂 無 ・ ト イレ 付 ) 
[お 食事 ] 【 タ 和食 会 席 【 朝 】 和 定食 


中) 大 


6 EE 二 | 1 “ 3 M 動 まま 1 科 ro 6 の 
レス 人 4 、 職 。 | 本 / 本 oo 8 
の 日 私 と W 代 の 価 “ で P の Z| 中 問 重 BE 良 6AEY40A0 


】 アス 


上 本 詩 最 南端 放 上 島 県 多 岬 の 南 の 海上 に 位置 する 種子 島 と 尾久. 
ト 「 克 伝来 の 地 」 人 で と ども に 、 と は 衛星 打ち 上 げ 聞 「 4 


| 失 自 争 と し て 登録 き 本 yi と だ て ぃ い 事 問 
る 二 久 分 。 寺 人 つら 語 を 何 いな うほ 


| 屋久 島 ガイ ト 協会 / 7 て 8 名 に つき ガイ ド が 
隔 【 同 行 区 間 】 \ 1 名 同行 し ます 。 
MM 2 : ヤク スギ ラン ド 3 日 目 : 雲水 峡 SN ハ 


呈 1989 年 に 活動 を スタ ー ト し た 屋久 島 初 の ガイ ド 組 織 。 屋久 島 の 自然 と 文化 を 守り 、 その 豊か な 資源 
包 還 を 健全 な 観光 業 に 活か し 、 地 域 の 振興 に 貢献 する こと を 指針 に 活動 し て いま す 。 


< 平内 集落 で の タン カン 狩り 屋久 島 の 里 めぐ り 
e key a 5 の 5 病 に 十 日 、 海 に 


6 り 揚 カ 有 B 十 日 、 野 に ] 
※ 都 合 に より 担当 ガイ ド が 変更 と な る 場合 が あり ます の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 屋久 島 の 人 々 は 

に 内 

種子 島 の 歴史 と 文化 を 学ぶ 中 の な て の 

まず は 本 土 最 南端 の 佐多 岬 より 南東 約 40km (義和 の キン 

人 立 置 に あり 、 平 坦 で こ 介 地形 ぶり は 、 半 地 に 点 在 落 こ と に 

の 位置 に あり 、 平 坦 で 南北 に 細長 い 地形 の 竹 PE 


子 島 へ 。 南谷 船 を イメ ー ジ し た 外観 が 目 を 引 ー 。 。 。 伝わる 歴史 ・ 文 化 ・ 人 々 の 暮らし に 触 

く 種 子 島 開発 総合 セン ター「 鉄 砲 館 」 で 種子 島 の 中 で も 特に 温 明 な 所 條 の 平凡 れる 1 日 に な る で し ょ う 。 

島 の 歴史 と 文化 に つい て 学び ます 。 青 い 海 と 沙 は 屋久 島 ポ ボン カン の 発祥 の 地 と し ぉ 』 所 要 時 間 :1 集 落 あ た り 、1 時 間 か ら 2 

白い 砂浜 に 囲ま れ 、 世 界 一 美しい ロケ ッ ト 発 て 知ら れ 、 果 樹 栽培 や 畜産 が 盛ん な 時 間 程 度 の 散策 

射場 と 言わ れる 種子 島 宇 軸 セ ンタ ー を 訪れ 耶 です 。 名 産品 の 屋久 島 タン カン 収 、 ョ 』 注 意 事項 : 歩き や すい 服装 と 履物 で 
三 1 E ヨ り ヽ ご 博 3 

日 本 の 宇宙 開発 に つい て 学び ます 。 衝 体 験 で 島 の 産業 に 触れ ます 。 ご 参加 くだ さい 。 


ーー 235 は 2 沈 と 屋久 島 の 自然 に 触れ る 了 村 欄 屋久 島 の 自然 と 文化 を 学び 、 苔 むす 森 を 目指 


鉄砲 を 伝え た 船 が 漂着 し た と いわ れる 種子 島 最 日 本 の 滝 100 選 の 一 つ で 落差 88m の 大 川 の 滝 、 車 で 入れ る 世 
| 南端 ・ 門 倉 岬 へ 。 その後 は 島 の 北部 に 移動 し 、 


」 界 自然 遺産 登 録 区 域 、 世 界 最大 級 の 照葉樹 林 が 広がる 西部 
| へ ゴ の 礎 や 種子 島 家 ゆ か り の 奥 神社 な ど を 地元 林道 を 車窓 か ら 眺 め ま す 。 

案内 ガイ ド の 話 を 聞き な が ら 散策 し ます 。 屋久 島 自然 休養 林 白 谷地 区 に ある 白谷 雲 水 峡 を ネイ チャ ー ガ 
種子 島 ・ 西 之 表 港 か ら 屋久 島 ・ 安 房 港 へ は 高速 イド と と も に トレ ッ キ ング 。 自然 休養 林内 の 楠 川 歩道 沿い の 林 
船 で 約 1 時 間 の 船旅 。 到 着 後 は 推定 樹齢 3.000 年 、 相 を 遠 完 で きる と ころ で は 、 ヤ クス ギ と 照葉樹 と の 混 生 し た 素 
屋久 島 で 唯一 、 車 窟 か ら 見 る こと が で きる 屋久 晴らし い 有 眺め が 味わえ 、 林 内 は 、 珍 し い 地 床 植物 (シダ 、 コ ケ 
を 杉 で ある 「 紀 元 杉 」 を 見 学 し 、 ヤ クス ギラ ンド へ 。 類 ) で 緑 に 覆 わ れ て お り 、 幽 去 な 世界 に 引き 入れ て くれ ます 。 
ダサ で 足 慣 らし と し て 、30 分 で 一 周 で きる ふれ あい の 人 計 共 衣 縛 また 、 入 り 口 近く の 林内 を 流れ る 白谷 川 の 清流 、 重 な り 合っ た 

請 径 コー ス を ネイ チャ ー ガ イド と 共に 歩き ます 。 漠 題 巨岩 、 切 り 立っ た 渓谷 が 身近 に 味わえ ます 。 

| 2 ・3 日 目 の 服 装 ・ 装 備 】 動 きやすい 服装 、 ト レッ キン グ シ ュー ズ 、 防 寒 具 、 上 下 セ パレ ー ト の 雨具 、 ザ ッ ク | 


屋久 島 の 集落 に 伝わる 歴史 ・ 文 化 : 人 人々 の 暮らし を 体験 す 
久 島 は 全面 積 の 約 9 割 が 山岳 地帯 で 、 海岸 沿い の 平地 に 24 の 集落 が あり ます 。 2 二 8 状 REEEIRESESE 6。 


地域 が 形成 され て いま す 。 地域 ご と に 異な る 魅力 を 体感 する た め 、3 つ の 集落 を 地元 の 語り 部 の 方 と と も に 散策 し ます 。 里 巡 
り に よっ て 、 地 元 の 方 が 伝え て きた 独自 の 歴史 や 文化 、 自 然 と の 共生 を 体験 で きる で し ょ う 。 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


出発 日 2 月 2 日 ( 木 )、2 月 12 日 (日 ) 


羽田 空港 (7 :00 一 8:30 発 ) 伊丹 空港 (8:15ー9:45 発 ) 種子 島 空港 (11:00 一 12:30 発 ) 


*w 移 | 234,000 円 | 272.000 円 


う 鹿児島 空港 う 種子 島 空港 鹿児島 空港 う 種子 島 空港 x 大 孤 発 | 226,.000 円 264,000 円 
> 種子 島 開 発 総合 セン ター「 鉄砲 館 」 (種子 島 の 歴史 と 文化 を 知る ) 赤尾 木城 文人 伝承 館 月 窓 亭 ( 地 | 下着 | 153,000 円 191,000 円 
世 に 伝わる 種子 島 の 話 を 聞く ) 種子 島 宇宙 セン ター・ 宇 宙 科学 技術 館 ( ロ ケッ ト 発 射 地 遠望 )※1 | タ 
夕刻: 種子島 いわ さき ホテ ル 泊 (リゾ ー ト 感 溢れ る お 部 屋 で 、 種 子 島 の 海 の 眺 め を 楽し む ) 種子 島 い わ さ き ホテ ル 
・ 門倉 岬 (日 本 の 歴史 を 変え た 鉄砲 伝来 の 地 ) つ へ ゴ の 森 や 種子 島 家 ゆか り の 奥 神 社 、 喜 志 鹿 | 朝 | [部 屋 ] 洋室 
全 灯 台 な ど を 地元 ガイ ド と 散策 つ 西 之 表 港 高 速 船 屋 久 島 ・ 安 房 港 つ 紀元 杉 (推定 樹齢 3.000 年 ] 上 是 
屋久 島 で 唯一 、 車 窓 か ら 見 る こと が で きる 屋久 杉 ) つ ヤク スギ ラン ド ( 手 軽 に 屋久 杉 の 森 を 体感 ) [お 食事 ]【 夕 】 和 洋 コ ー ス 
ー タ 刻 : 屋 久 島 い わ さ き ホテ ル 泊 (温泉 リゾ ー ト で 寛ぐ ) タ 【 朝 】 モ ッ ト メ ニュ ー 
朝 : 宿 つ 大 川 の 滝 つ 西部 林道 [車窓 ] つ 永田 いな か 浜 つ 屋久 島 環境 文化 村 セ ンタ ー( 屋 久 島 の 自然 | 朝 また は バイ キン グ 
と 文化 を 学ぶ ) 一 白谷 雲水 峡 (幻想 的 な 照葉樹 林 の 森 を ネイ チャ ー ガ イ ド の 案内 で 歩く て 苔 む す 灰 | 時 ※ 選 べ ま せん 
を 目指 し て ~) 一 夕刻 : 同 宿泊 ン 
午前 : 宿 一 中 間 集 落 (集落 の シン ボル ・ 樹 齢 300 年 の ガジュマル ) 平内 集落 (特産 品 の タン カン 狩 朝 屋久 島 い わ さ き ホテ ル 

人 | り と 散策 ) 一 滞 集 落 ( 古 く か ら 漁業 の まち と し て 栄え た ) つ ー 画 [部 屋 ] 洋 案 

目 | 屋久 島 空港 鹿児島 空港 屋久 島 空港 鹿児島 空港 ラ 久 島 空港 (16:00 て 17:30 着 ) ピ 洋 白 東 会 
羽田 空港 (19:30 て 21:00 着 ) 伊丹 空港 (19:30 て 21:00 着 ) き [お 食事 ]【 夕 和洋 折 宮 全席 


【 朝 】 モ ッ ト メ ニュ ー 
また は バイ キン グ 


※ 選 べ ま せん 
中 大 。 
に も う 了 内 


つっ バス ラ 航 空 機 … 徒 歩 ニ 列 車 て 船 + そ の 他 7 


※ 東 京 ・ 大 阪 ・ 現 地 集合 の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 鹿児島 空港 か ら 最 終日 鹿児島 空港 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 種子 島 ・ 屋 久 島 交 通 、 種 子 島 井 元 観光 、 屋 久 島 道 の 駅 観光 バス の いずれ か ※3 人 1 室 の 旅行 代金 は 
お 問い 合わ せく だ さい 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※1 衛星 打ち 上 げ な どの イベ ント に よっ て は 、 施 設 へ 入場 
で き な い 場合 が ご ざい ます 。 ※ 荒 天 時 (特に 積雪 時 ) は 行程 を 変更 し て ご 案内 する 場合 が ご ざい ます 。 


テ ー マ あ る 体験 * 交 流 * 学 び ぴの 旅 の お 問合せ ・ お 申 み は こ ち いら | 人 て の パ ン フレ ッ ト を ご 臣 い た だ ける 


シル 
下記 押 EU 柚 記載 の 販売 = き ミ キー 商品 に 関す る お 問い 合わ せ ・ ご 相談 バン フレ ツン 
scamrtsua || お 電話 で : 0570.04.0303 03.6810-1910 | チェ ッ フ ! 
係員 が ご 案内 し ます 。 23613 人 


> ※ 話 の 定額 通話 を ご 利用 の お 客 様 
(ナビ ダイ ヤル ) は 上 記 番 号 を ご 利用 下さ い 。 JTB パ ン フ レッ トス タン ド 


読み くだ さい 


田 こ の バ パンフ レッ ト に 記載 の プラ ン は 全て 
温泉 (鉱泉 含む ) に つい て ます 。 


@⑤ お 客 様 が 快適 に ご 入浴 いた だ ける よう に 適切 な 温度 ・ 成 分 と な る よう 加水 ・ 加 温 な ど を 借 コ ー ス 内 容 の 変更 に つい て 航空 機運 航 ス ケ ジ ュ ー ル (鉄道 の ダイ ヤ 改 正 ) な どの 変 
し て いる 場合 が あり ます 。 更 で 各 コ ー ス 中 の 出発 ・ 到 着 時 間 幅 を は ずれ る 場合 が あり ます 。 また 、 混 雑 ・ 天 候 状 況 ・ 
@@ 浴 槽 が 多数 ある 宿泊 施設 の 場合 、 ご 入浴 を より 楽し ん し で いた だ ける よう に 、 入浴 剤 を 使 その 他 の 事情 に より 現地 出発 ・ 到 着 時 間 、 観光 箇所 、 行程 の 順序 、 食事 時 間 な ど が 変 
用 する 場合 が あり ます 。 ( 例 : ワイ ン 風 呂 、 洒 風呂 、 薬湯 な ど ) 更 と な る 場合 が あり ます 。 ※ 利 用 航空 便 は 往路 ・ 復 路 と も 経由 便 と な る 場合 も あり ます 。 
@ 安 心して ご 入浴 いた だ ける よう に 、 役 苗 消 老 を し て いる 宿泊 施設 も あり ます 。 生音 間 RON 義和 
本 あり ます 。 
@ 航 空 機 ・ 列車 の 決定 便 は 搭乗 日 、 又 は 乗車 日 の 10 日 前 頃 まで に お 知ら せ し ます 。 (最終 
候 宿 泊 施設 の 客室 に お いて 、 基本 的 に バス ・ ト イレ 設備 の ご 用 意 が ある 場合 は 、 特に 記載 し 旅程 表 で 確認 し て くだ さい ) 
て お り ま せん 。 例 外 と し て ご 用 意 が で き な い 場合 の み 詳細 を 各 コ ー ス ペー ジ に 明記 し て いま す 。 人 車椅子 の ご 利用 、 身体 障害 者 補助 大 の 同行 に つい て は 、 お 申込 時 に 販売 店 係員 に お 申 
@ お 部 屋 は 、 禁煙 ・ 喫 煙 、 和室 ・ 洋 室 な ど 部 屋 タイ ズ 階層 、 眺望 の 指定 な どの ご 希望 は 出 < だ さい 。 
お 受け で きま せん 。 ⑯ 各 ペー ジ に 掲載 され て いる 宿泊 施設 や 入場 施設 の 情報 は 、 営 業 時 間 、 食 事 場所 ・ 内 容 ・ 
人 同等 クラ ス の 宿泊 先 は お 選び いた だ け ま せん 。 な お 、 同 等 クラ ス の 選定 判断 基準 は 当社 に 拠り ます 。 時 間 、 入 浴場 所 ・ 時 間 な ど が 予告 な く 変更 と な っ た り 、 サー ビス の 提供 が 中 止 と な る 場 


集合 時 間 に つ いて 合 が あり ます 。 また 、 指定 され た 列車 ・ 便 の 運休 な ど に より 、 列車 ・ 便 の 変更 や 行程 の 


@ 集 合 時 間 は 、 原則 JR ・ 船 舶 利 用 コー ス は 出発 時 間 の 20 こ 30 分 前 、 航空 機 利用 コー ス 会 更 が 行わ れる 場合 が あり ます 。 ou 
は 40--60 分 前 、 バ ス 利用 コー ス は 集合 出発 時 間 を 掲載 し て いま す 。 (一 部 コー ス を 除く ) 上 天使 な と の 請 守 作 に より 、 記載 の 観光 内容 が で 欧 い た だ け な い 得 合 が あり ます 。 


ーーー 人 @ 当 パン フレ ッ ト に お ける 記載 情報 事項 は 2022 年 9 月 30 日 現在 の 資料 に 基づき 作成 し て 
その 他 ご 注意 事項 お り ま す の で 予告 な く 内 容 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。 
俺 航空 機 ・ 列 車 ・ 船 舶 の 座席 に つい て 特に 記載 の な い 限 り 航空 機 は 普通 席 、 列車 は 念 「 国 内 旅行 総合 保険 」 を お すす めし ます 。 販売 店 係員 に お 問 合 わ せく だ さい 。 
普通 車 指定 席 、 船舶 は 2 等 又は 自由 席 と な り ます 。 喫煙 ・ 禁 煙 席 、 窓 ・ 通 路側 の ご 希望 念 写真 は イメ ー ジ で す 。 花 ・ 飲 料 な どの 装飾 は 付き ませ ん 。 予め ご 了承 くだ さい 。 
は 事前 に お 伺い で きま せん 。 また 、 グル ー プ 、 カッ プル の 方 で も 座席 が 離れ る 場合 が あり 


お 申し 込み の 方 へ の ご 案内 (お 申し 込み いた だ く 前 に 、 こ の 頁 と 各 コ ー ス 毎 の ご 案内 と ご こ 注 意 を 必ず お 読み くだ さい 。) 
お 申し 込み の 際 に は 、 必 ず 旅 行 条 件 書 (全文 ) を お 受け 取り いた だ き 、 事 前 に 内 容 を ご 確認 の 上 お 申し 込み くだ さい 。 


人 @ 募集 型 企画 旅行 契約 人 @ 将 別 補償 人 個人 情報 の 取扱 に つい て 

この 旅行 は (株 )JTB ガ イア レッ ク ( 東 京都 品川 区 東 品川 2.3-11 観 光 庁 長官 登録 旅行 業 第 712 号 。 以 当社 は 、 当 社 また は 当社 が 手配 を 代行 きせ た 者 の 故意 また N 当社 及び 販売 店 は 、 旅 行 申 込 の 際 に 提出 され た 皿 込 書 等 に 記載 され た 個人 情報 に つい て 、 お 客 様 と の 問 

下 「 当 社 」 と いう ) が 企画 実施 する 旅行 で あり 、 こ の 旅行 に 参加 され る お 旅 和 別紙 特別 補償 規程 づき 、 お 客 様 が 募集 の 連絡 の た め に 利用 させ て い : ほか 、 お 客 様 が お 申し 込み いた だ いた 旅行 に お い : 宿泊 機 関 ・ 

行 契 約 (以下 「 旅 行 契 約 」 と いう ) を 締結 する こと に な り ま す 。 ま た 、 旅 行 千 事故 に より 、 そ の 身体 、 生 茶 2 の 金額 の 範 胃 に お い 保険 会 社 等 の 提供 する サー ビス の 手配 及び それ ら の サー ビス の 受領 の た め の 手 続 ( な 範囲 内 で 利 

お 渡し する 旅行 条件 書 (全文 )、 出 発 前 に お 渡し する 最 綱 日 て 、 補 償 金 また は 見 舞 金 支払 うべ き 保険 契約 が 用 きせ て いた だ きま す 。 こ の ほか 、 当 社 及 び 販売 店 で は 、① 当 社 及び 当社 と 提携 する り 商 品 や サー ビ 
の 部 に より ます 。 な お 、 当 パン フレ ッ ト に 記載 され た 旅 生 別途 お 渡 ある 場合 は 、 当 社 は 、 に ス 、 キ ャ ン ペ ー ン の ご 案内 ② 旅 行 参加 後 の ご 意 の ご 提供 の お 願い ケー ト の お 願い ③④ 

する 旅行 条件 書 ( 全 文 ) に 記載 きれ た 条件 と の 相 信 が ある 場合 は 、 当 パン フレ ッ ト 記載 の 旅行 条件 が ・ 死 亡 補償 金 :1500 万 円 ・ 入 院 見 次 ) 5 万 円 特典 サー ビス の 提供 ⑤ 統 計 資 料 の 作成 に お 客 様 情報 を 利用 きせ て いた だ く こ と が あり ます 。 

適用 され ます 。 ・ 携 行 品 損害 補償 金 : お 客 様 1 名 に つき 15 万 円 (た だ し 、 補 0 万 円 を 限度 と し ます 。) その 他 

人 @ 旅行 の お 申し 込み 及び 契約 成立 時 期 信 お 客 様 の 責任 (抜粋 ) お 客 様 が ご 旅行 参加 中 に 、 新 型 コロ ナウ ィ ル ス 楽 症 に 推 思 し 、 ま た は 洒 屋 接触 者 と な っ た 場合 な ど 、 


(1) 所 定 の 申込 書 に 所 定 の 事項 を 記入 し 、 下 記 の お 申込 金 を 添え て お 申し 込み くだ さい 。 お 申込 金 お 客 様 は 、 旅 行 開始 後に お いて 、 契 約 書面 ( k さ れ た 旅行 サー ビス を 円 滑 に 受領 する た め 、 万 が 現地 の 法令 な ど に 基 づ その 他 の 措置 か 、 そ の 指示 て 頂き ます 。 ま 
を 払い の 際 差 し 引か せ て いた だ きま す 。 書面 と 異な る 旅行 サー ビス が 提供 され た と 認識 し た と き は 、 旅 行 地 に お いて 速やか に その 飯 を た これ に 災 す る 費用 は お 客 様 の ご 負担 と むり ます 
み の 場合 、 当 社 ら の 予約 を 承諾 する 紀 の 通知 が 活 乗 員 、 幹 放 員 、 現 地 ガ イド 、 当 該 旅 行 サー ビス 提供 機関 文 は お 申込 店 に 申し 出 な けれ ば な り ませ ん 。 候 旅行 条件 ・ 旅 行 代金 の 基準 
に だ きま す 。 守 和 スニ 8 
由 5 人 @「 通 信 契 約 ] を 希望 され る お 客 様 と の 旅行 条件 この 旅行 条件 は 2022 年 9 朋 30H を 基準 と し て いま す 。 ま た 、 旅 行 代金 は 2022 年 9 月 30H 現 在 の 有効 な 運 
する 第 の 通知 が お 確認 の う 当社 提携 クレ ジッ トカ ー ド 会 社 の カー 任 - 規 則 を 基 信 と し て 算出 し て いま す 。 


消 料 等 の 支払 い を 受け る 」 こ と ( 


払 ! 
条件 と は 以下 の な り ます 。( 


え 申 


旅行 企画 ・ 実 施 


た 、 郵 便 又 は ファ ク 


ゃ w 
旅行 約 を 締結 する 3 
2 る 合 で も 、 通 信 契 た と き に 成立 する も の と し ます 。 NN き 
奉 希望 きれ る お 客 様 と の 旅行 条件 (1) の 定め に より 契約 が (2) 「 カ ー ド 利用 日 」 と は 旅行 代金 等 の 支払 いま た は 払戻 し 債務 を 履行 すべ き 日 を いい ます 。 旅 行 代 金 の 
員 NH 0 
に 6 約 解除 佐 融 日 が 旅行 代金 の カー ド 利 用 以降 で あっ た 場合 は 、 当 社 は 旅行 代金 か ら 取 : RP 宮 記 筆 旅 行 半 己 徒 差 へ 、 呂 
お 申込 金 旅行 代金 お 申込 人 2 な 共和 PC7U 間 DA を カー ド 和 用 し て いし ます ) し 間際 人 
5 9 り 理由 に より 会 員 の お 申し 出 の クレ ジッ トカ ー ド で の お 支払 い が で き な い 場合 、 当 社 は 通信 氷 4 - つ - 還 還 - 
ーー mm 1 ーーー を 人 し. 直人 折 の 泊 を し け ます な 社 が 別 放 指定 する 期日 民家 Pn ロ 中 
A み まで に 現金 に よる 旅行 代金 の お 支払 い を いた だ いた 場合 は この 限り で は あり ませ ん 。 
es ンー へ 
6 万 円 本 12.000 円 15 万 円 以上 | 旅行 代金 の 20% @ 国内 旅行 保険 へ の 加入 に つい て ポ フ っ 避 証 会 員 EiU 旅行 業 公正 取 5 
行 代 Si ご 旅行 中 、 け が を し た 場合 、 多 額 の 治 旗 移送 費 等 が か か る こと が あり ます 。 ま た 、 事 故 の 場合 、 加 ー 般 社団 法人 日 本 旅行 業 協 会 正会員 議会 会 昌 
@ 旅行 代金 の お 支払 い 8 や 購 償 金 の 回 収 が 大 変 困難 で ある 場合 が あり ます 。 こ れ ら を 提 保 する た め 、 協議 会 会 員 


客 様 ご E 分 な 額 の 国内 旅行 保険 に 加入 きれ る こと を お 勧め し ます 。 国 内 旅行 保険 に つい て 
は 、 お 申込 店 の 販売 員 に お 問い 合わ せく だ さい 。 


等 の お 申出 に つい て 
2 場合 は 、 直 ち 
込 店 


旅行 代金 は 旅行 出発 晶 の 前 日 か らき か の ぼっ て 13 日 日 に あたる 日 より 前 (お 申し 込み が 間際 の 場合 は 
当社 が 指定 する 期日 まで に ) に お 支払 く 。 ま た 会 


同行 の 添乗 忠 ・ 現 地 係員 ・ 運 送 宿 泊 機関 等 旅行 サー ビ 
通知 くだ さい 。( も し 、 通 知 で き な い 事情 が ある 場合 は 、 そ の 事情 が 


17000756 
ス の 提供 を 受け る こと を 開始 し た 時 」 以 降 を いい ます 。 
契約 解除 の 日 取消 料 (お 1 人様) 誤 Ss Ss 要 記 
ミ 【 受 託 販売 】 お 申し 込み ・ お 問い 合わ せ は 下記 の 販売 店 を ご 利用 下さ い 。 
1) 21 日 目 に あたる 日 以前 の 解除 
旅行 開始 | (日 帰り 旅行 に あっ て は 11 日 目 ) 
日 の 前 日 | 0 日 目 に ぁ た る 日 以降 の 解除 
か ら 起算 同人 8 
し て さか | (日 帰り 旅行 に あっ て は 10 日 目 ) 旅行 代金 の 20% 


の ぼっ て | (3ー6 を 除く ) 
3) 7 日 目 に あたる 日 以降 の 解除 (4 ご 6 を 除く ) 旅行 代金 の 30% 
4) 旅行 開始 日 の 前 日 の 解除 旅行 代金 の 40% 
5) 当日 の 解除 (6 を 除く ) 旅行 代金 の 50% 
6) 旅行 開始 後 の 解 除 ま た は 無 連 絡 不参加 旅行 代金 の 100% 


※ お 客 様 の ご 都合 に よる 出発 日 の 変更 、 運 行 ・ 宿 泊 機 関 等 行程 中 の 一 部 変更 に つい て も 、 全 体 に 対 
する お 取消 と みな し 、 取 の 対象 と な り ま す 。 


準 と し て 上 記 取 消 料 を 適用 いた し ます 。 
し ます 。 

スペ ー ジ 内 に 記載 する 取消 料 に 拠り ます 。 
機関 等 行程 中 の 一 部 の 変更 に つい て も 、 全 


切 

様 の ご 都合 に よる 出発 日 お よび が コース の 変更 
体 に 対す る お 取消 と みな し 、 取 消 料 の 対象 と な り ます 。 

人 旅行 代金 に 含ま れる も の 

旅行 日 程 に 明示 し た 運送 機関 の 運賃 * 料 金 ( 注 釈 の な いか ぎり エコ ノミ ー ク ラス ) 、 宿 泊 費 、 食 事 代 、 入 
場 料 * 拝 観 料 等 及び 消費 税 等 詳 税 。 こ れ ら の 費用 は 、 お 客 様 の 都合 に より 一 部 利用 きれ な く て も 原則 と 
し て 払い 戻し いた し ませ ん 。 (コー ス に 含ま れ な い 交通 費 等 の 諸費 用 及び 個人 的 費用 は 含み ませ ん 。) 


彼 
に 対し て 通知 が あっ た 場合 に 限り ます 。 _- 確定 情報 を 記載 する 最終 旅行 日 程 表 に つき まし て は 、 当 社 よ り 特に ご 連絡 の 無い 場合 は 本 パン フレ ッ ト 記 載 内 容 を も っ て 替え させ て 頂き ます 。 
定 に つき まし て は 、 本 項 (1) の お 客 様 か ら の 指 害 授 知 期 ー ーー ーー ーーー ー 
E の 翌日 か ら 起 算 し て 14 昌 以内 に 当社 に 対し て 申し 出 が あっ た 場合 人 合 (国内 ) 旅行 業務 取扱 管理 者 と は 、 お 客 様 の 旅行 を 取り 扱う 営業 所 で の 取引 に 関す る 均 任 者 で す 。 
に 限り 、 賠 償い た し ます 損害 額 の 如何 に か か わら ず 当 社 が 行う 賠償 額 は お 1 人 あたり 最 この 旅行 契約 に 関し ご 不明 な 点 が あれ ば 、 ご 遠慮 な く 上 記 の 取扱 管理 者 に お 尋ね くだ さい 。 


ET 人 に が お わら きき 信介 人 
OO 9 ア 種 ※ 当 パンフレット の イメ ー ジ PHOTO は 実際 の 旅行 地 と 異な る 場合 が ご ざい ます 。※ 当 パン フレ ッ ト の 及び 全部 の 第 人 用 を 祭 す 。 | 商品 コー ド [4412378 


